
（様式第４号） 上田市社会教育委員会議 会議概要 

１ 審 議 会 名 第９期第８回社会教育委員会議  

２ 日   時 令和６年１２月１９日 午後３時００分から午後５時００分まで  

３ 会   場 市役所 ２階 202・203 会議室  

４ 出 席 者 宮下俊哉委員（代表者）、山崎順子委員（代表者代理）、小山ひとみ委員、 

清水洋幸委員、滝澤共子委員、西澤むめ子委員、小平千文委員、滝澤正幸委員、 

堀内絹予委員 

 

５ 市側出席者 上原生涯学習・文化財課長、小笠原青少年係長、横田生涯学習係長、 

荒井生涯学習係主事 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  ０人  記者 ０人  

８ 会議概要作成年月日 令和６年１２月２７日  

協  議  事  項  等 

１ 開  会 

２ あいさつ（宮下代表、上原生涯学習・文化財課長） 

３ 会議事項 

（１） 第三次上田市総合計画策定に向けた分野別意見聴取について 

・資料に沿い、分野別意見聴取の概要と各シートについて説明。 

 
【５-１-１ 教育環境の整備と地域ぐるみの教育推進】  
⑤ 人権教育の実施 

（委 員）具体的な課題をあげると次につながるのではないか 
（委 員）トランスジェンダー、選択的夫婦別姓等の検討がされるなかで、誰もが自分のアイデ 

 ンティティを育んでいけるような内容もあれば良いのではないか。 
（委 員）不登校など学校教育で行き届かない部分はどのような対応ができるのか。 
（委 員）保育園から大学までの担当者が連携をして、発達段階に適した人権教育が行われており、

評価 Bということで良いか。 
 

【５-１-１ 教育環境の整備と地域ぐるみの教育推進】  
① 地域に信頼され、地域とともにある学校づくり 

   （委 員）地域の様々な方が関わって子どもたちを見守るということは、子どもたちにとって良い環 
境だと考えるので、国型への移行も視野に進めていってほしい。 

（委 員）政策の必要性に対し課題が明記されていないため、新たな視点のつながりがなく分かり 
にくい。 

（委 員）「施策の方向性」の「地域の特性を生かし、特色ある、魅力ある学校づくりを推進します。」 
について、それぞれ強調したいのであれば今の表記で良いが、語呂的には「地域の特性を 
活かし、魅力と特色ある地域づくり」という表現が良いのではないか。 

 
② 学校・家庭・地域の連携の強化 

       質問・意見なし 
 

③ ふるさとに愛着を持つ人間性豊かな子どもの育成。 
（委 員）「育成会や分館の活動を支援する」とは具体的にどのようなことか、実際活動に関わり必要性

は感じているが難しさも感じている。 
（事務局）地域では人材不足等の状況があるなかで、子どもの体験活動やお祭りなども縮小や廃止の方向 

が進んでいる。市としてはモデル事業として、参加した方が育成会や子ども会など地域へ持ち 
帰り自分たちできるようなことを実施していきたい。 
また、分館活動については令和６年度から「地域におけるこどもまんなか社会学習事業」と 

        して、自治会や分館が行う主体的な学習事業について交付金や講師謝礼の支払いなどの金銭的 
な支援とともに、事業実施についての説明や相談などを行っており、事業の推進を図っていきた 
い。 

    
  新規  中学校部活動の地域クラブ活動移行を契機に、全ての生徒が主体的に多様なスポーツ・文 

化芸術活動を選択できる環境づくりに、地域とともに取り組みます。 



 
（委 員）学校以外で行われる地域での体験の機会として生涯学習の分野もつながるのではないか。 

例えば、生涯学習の団体と子どもとのマッチングなど。 
（事務局）特に、文化系の活動については公民館で活動されている団体と連携してということも考え 

られる。 
       (委 員)「学びの成果を活かすことができる生涯学習推進」というところに期待したい。 

 
【５-２-１ 生涯学習の推進と学習環境の整備】 

① 生涯学習機会の充実 
 質問・意見なし 
 

     ② 生涯学習環境の整備 
（委 員）上田図書館の老朽化は顕著。本が選びにくい、トイレが古い等気になることも多い。財政

的なこと等もあり、早急には無理かと思うが施設整備を進めてほしい。 
（委 員）知識、技能、経験を持つ人材などの情報提供について、個人情報等の問題などもあり一元

的な管理は難しいとは思うが、地域に既にある人材バンクの情報を活用できるような方策
を検討してほしい。 

（事務局）人材等の情報提供について、個々に持っている情報の橋渡し的な役割を担っていけるよう
な体制づくりは検討していきたい。 

 
（２） 上田市民の生涯学習に関する市民意識調査について 

・資料に沿い、市民意識調査（案）の内容について説明。 
（委 員）質問項目すべてに「あなた」がついているが、必要ない部分もあるのではないか。 
（委 員）問１の性別について男性、女性、無回答の選択肢で良いのか。その他などの選択肢も必要

ではないか。また、問２の年齢について人生 100年時代といわれるなかで、70歳以上で終
わりではなく、80、90歳も必要ではないか。 
情報社会も急速に進んでいくので、それを踏まえた質問を考えていく必要があると考え 
る。 

   （事務局）全国の状況との比較を念頭に国の調査に合わせているところもあり、そこは御理解いた 
        だきたい。 

 また、策定する基本構想については社会環境の変化が急激な時代となり、10年では先が 
見通せないこともあるため、定期的に計画の見直しを図ることも想定している。 

（委 員）問８等で選択肢の中に「インターネット」とあるが、「SNSや YouTube」も加えた方がよい
のではないか。 

（事務局）必要な内容だと思うので、どの設問でどのように入れていくかを含め検討したい。 
 

４ その他 
・上田市青少年善行表彰について 
・「第 66回全国社会教育研究大会 茨城大会（10/24，25）」参加報告 
 

５ 閉 会 

 

 


